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今後，より精度の高い研究を行うことによっ
て，変容の傾向を明らかにしていくことが求
められる。組織キャンプは，自然環境や野外
教育指導者，プログラムといった様々な要因
が相互に作用しあった中で営まれる体験的活
動である。したがって，これらを含む多要因
の中から，対人関係能力の向上に強く影響を
及ぼす要因を絞り込んだ上で，個々の要因と
の関連を詳細に検討することが重要だと考え
る。よって，本研究での被験者の性別，組織
キャンプ経験の有無，選択プログラムの要因
の見直しが必要だと考えられる。また，組織
キャンプによって得られた効果の持続性を確
認することのできるようなプログラムの工夫
が必要であると考えられ，プログラム内容に
ついても対象者の体力，体調などにおいて見
直す必要がある。本研究では，合計６回にわ
たり質問紙調査を行ったが組織キャンプの影
響を知るためには，測定時期においても見直
す必要があると考えられる。
今後の展望として，本研究が教育の参考資
料となり，組織キャンプを経験することによっ
て，対人関係能力が向上し，豊かな対人関係
の形成につながることが望まれる。
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